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古典乱流中で見られる乱流渦は，楕円形バーガーズ渦(1)でよく近似できること

が知られている(2)。その周りでのスケール間エネルギー輸送を調べるために，慣

性領域に入る，あるフィルタ幅を決め，そのフィルタ幅よりも大きいスケール

と小さいスケール間でのエネルギー輸送を検討した。	
 

大きいスケールから小さいスケールへのエネルギー輸送をフォワードスキャ

ッター（ＦＳ），小さいスケールから大きなスケールへのエネルギー輸送をバ

ックワードスキャッター（ＢＳ）と呼ぶが(3)，楕円形バーガーズ渦周りのＦＳと

ＢＳはそれぞれ渦周りでダブルピークを持ち，ＦＳとＢＳを合わせて四重極の

ような分布となることが解析的に分かった。さらに，それらの分布を積分して

得られるネットのエネルギー輸送量は，ＦＳとなり，その最大値は渦中心で得

られることが分かった。	
 

一方で，渦自身が作るＦＳとＢＳの四重極分布は，平均するとネットのエネ

ルギー輸送量はゼロとなることが分かった。すなわち，前述の渦周りのネット

のＦＳは背景に与えた歪み速度場と楕円形バーガーズ渦との相互作用によって

生成されることが分かった。	
 

量子乱流においても大きなスケールから小さなスケールへのエネルギー輸送

が，コルモゴロフ則に沿って行われているが，それはこのような古典乱流にお

ける描像とどのように異なるのか議論をしたい。	
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